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 ２０１６年度 第２四半期連結累計期間の決算概要

 売上収益は、５５４億円減収の ４，８７５億円、

事業利益は、１４５億円減益の ２５７億円、

四半期利益は、７５億円減益の １８６億円。

 為替が円高に推移する中で、当社も為替変動のマイナス影響を大きく受け、
売上収益および各段階利益は、前年同期を下回った。

 しかし、為替影響を除けば増収、増益となり、
Epson 25 第１期中期経営計画に基づく

中長期的な利益成長に向けた基盤づくりは、期初の計画に沿って

着実に前進させることができた。
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 ２０１６年度 第２四半期の実績

 売上収益は、３３５億円減収の ２,４８４億円、

事業利益は、４４億円減益の １９２億円、

四半期利益は、１２億円減益の １４４億円。

 当四半期の為替変動による影響額は、
売上収益で ３８３億円、事業利益で ８７億円 のマイナス影響。

 USドルやユーロに加え、中国人民元、アルゼンチンペソ、英国ポンドなど
ほとんどの通貨が円高で推移。
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 2016年度 第２四半期の売上収益、事業利益の事業セグメント別内訳

 前年同期に対し、売上収益は、為替影響を大きく受け、
すべての事業セグメントにおいて減収。

 事業利益は、プリンティングソリューションズ および

ウエアラブル・産業プロダクツは減益となったが、

ビジュアルコミュニケーションは、数量拡大とモデルミックス改善の効果もあり、

前年同期を上回った。

 一方、社内計画に対しては、売上収益は為替の影響もあり未達となったものの、
事業利益は上振れ。

 プリンティングソリューションズにおいて、
プリンター事業は、為替影響のほか、

インクジェットプリンター市場が軟調に推移する中、

米国における競合他社の一時的なプロモーション影響などによる数量未達に加え、

SIDMの中国税制改定の方針変更などにより、売上収益は未達。

一方、事業利益は、売上未達の影響があったものの、

固定費の執行が下期に一部スライドしたことなどにより上振れ。

 ビジュアルコミュニケーション、ウエアラブル・産業プロダクツは、
売上収益、事業利益ともに、ほぼ社内計画に沿って推移。
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 ２０１６年度の通期業績予想

 第３四半期以降の前提となる為替レートを
USドル１００円、ユーロ１１０円としたうえで、

売上収益は、１兆 円、

事業利益は ６００億円、

当期利益は ４６０億円 に見直し。

 今回の予想では、為替について現在の円高傾向が継続することを前提に見直し。
その結果、前回予想に対して、

売上収益で約３００億円、事業利益では約１００億円のマイナス影響が発生。

 併せて、各事業での予想も、第２四半期の状況を踏まえた最新の予想に基づき
修正。

 ただし、戦略は着実に進展しており、基本的な取り組みに変更はない。

 従って、中間配当は期初予想通りの３０円とし、期末配当予想も３０円を据え置き。
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 2016年度 事業セグメント別の売上収益・事業利益予想



 2016年度通期業績予想修正のポイント

 今回の業績予想の修正は、為替前提を変更したことによるマイナス影響が
主な要因。

 また、各事業の状況についても、最新の予想に基づき修正。

 全社的に影響が見込まれる案件として、第２四半期に発生した
海運業者の経営破たんによる輸送対応費用の増加を織り込んだ。

 プリンティングソリューションズは、プリンター事業において、
大容量インクタンクモデルは、さらなる販売数量の増加を予想する一方で、

SIDMは、中国における税制改定に伴う新規需要が、

政府の導入方針変更により減少する見込み。

 また、プロフェッショナルプリンティングにおいて、
小型プリンターの一部商品である特定顧客向け小切手スキャナーでの

一時的な顧客対応費用の発生を見込んだ。

 ビジュアルコミュニケ―ションは、第２四半期までの堅調な推移が
下期も継続するものと想定。

 ウエアラブル・産業プロダクツは、
ロボティクスソリューションズで、ロボットの米国・中国における需要を

慎重な見方に変更するとともに、

マイクロデバイスで、水晶のパーソナル機器向けの需要減少を反映。

 一方で、全社的に、業績変動にともなう固定費の削減なども織り込んだ。
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 Epson 25 第１期中期経営計画における戦略の進捗について

 今期の業績予想は、為替変動により、前年度に対して、
売上収益で１，３００億円以上、事業利益で３５０億円程度のマイナス影響を加味。

 この為替影響を除くと、売上収益は５００億円程度の増収、
事業利益は、戦略的投資を実施しつつ、１００億円程度の増益となり、
戦略の成果が業績予想にも現れている。

 プリンター事業では、大容量インクタンクモデルについて、昨年から他社が
市場参入したことにより、期初の段階では、慎重な見方をしていた。
しかし、時間の経過とともに販売台数予想を上方修正し、現時点では
前年度に対して、２５パーセント増加となる約６２０万台を見込む。

 これは、エプソンに加え、各社が認知活動を実施したことで、エマージング地域の
大容量インクタンクモデルの市場が、さらに拡大したものと想定。

 スライド末尾に、大容量インクタンクモデルの代表的な市場である
インドとインドネシアについて、プリンター市場の第３者調査データを元に
分析した資料を添付。
その資料から、大容量インクタンクモデル市場の拡大状況について、
傾向を読み取ることができる。

 引き続き、エプソンは、先駆者として築き上げた信頼と幅広いラインアップで、
お客様のご期待に応え、この市場をけん引していく。

 また、インクの売上収益については、通期で為替影響を除くと
安定的な推移となると想定。

 さらに、現在開発しているライン型ヘッド搭載のインクジェットプリンターも、
商品化に向け、準備が着々と進捗。
３月に行った中期経営計画説明会の際に説明した通り、
この中期経営計画期間内における早い段階での投入予定に変更ない。
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 Epson 25 第１期中期経営計画における戦略の進捗について

 プロフェッショナルプリンティングでは、
昨年度下期以降に販売を開始したサイネージ向け大判プリンターの新商品が、
順調に販売を拡大し、テキスタイルやラベルを加えた成長分野の今期売上収益は、
為替影響を受けながらも、前年度に対して１０％以上の伸長を見込むなど、
成長軌道に乗せることができた。

 ビジュアルコミュニケーションでは、プロジェクターは、
市場自体が低調な推移を続ける中、エプソンの今期販売台数が、
前年度を上回る５％の伸長見通しとなり、市場でのポジションは、
さらに強固なものに。
また、高光束分野での本格展開を進めるための第一歩となる、
レーザー光源を搭載した高光束プロジェクターの投入も開始。

 ウエアラブル・産業プロダクツでは、ロボット市場の拡大の機を捉え、
スマートフォンなどの組立用だけでなく、電子部品組み立てや、玩具、食品など
幅広い業種のお客様での採用も進むとともに、
エプソンのセンシング技術を組み込んだ力覚センサーも
好調な滑り出し。

 今期は、厳しい為替環境が継続する前提に見直したことで
業績予想を修正したが、
中長期的な持続的成長に向けた取り組みは着実に進展。
この取り組みは手を緩めることなく、最優先で行うとともに、
通期業績予想の達成に向けて、全社一丸となって取り組み、
成長に向けた基盤づくりと、予想の達成を同時に実現したい。
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 事業セグメント別の四半期売上収益推移

 ビジュアルコミュニケーションでは、プロジェクターが、
第１四半期から継続して順調に拡大。

 プロジェクターの販売台数は、今年度から本格展開を開始した高光束分野を始め、
超／短焦点、スタンダード、ホームの全ての分野で拡大し、

前年同期を８％上回り、四半期ベースで過去最高の販売台数を更新。

 その結果、売上収益は、為替影響により減収となったが、
為替を除く事業の実態としては増収。

13



14

 プリンティングソリューションズ事業セグメントの第２四半期売上収益の前年同期比較

 プリンター事業、プロフェッショナルプリンティング事業ともに、為替影響により、
前年同期比で減収。

 インクジェットプリンターは、先進国を中心に市場自体が軟調に推移する中、
インクカートリッジモデル本体は、家庭向けを中心に、モデルミックスの変動もあり、

前年同期に対して平均販売単価の低下があったが、

大容量インクタンクモデルが順調な拡大を継続したことから、

全体の販売数量は前年同期に対して５％の増加。

 また、インクは、為替影響を除いては、前年同期並み。

 SIDMは、市場が緩やかに縮小する中、
中国の徴税システム向け需要の増加を取り込み、１０％の数量増。

 以上の結果、プリンター事業の為替影響を除いた売上収益は、
前年同期並み。

 プロフェッショナルプリンティング事業では、
既存分野のプロ・ハイアマチュア向けフォトプリンターにおいて

競合の価格攻勢が継続しているものの、

成長分野は、サイネージ向けの新商品効果などもあり、

順調な拡大を続けたことから、為替を除いた売上収益は増収。
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 ウエアラブル・産業プロダクツ事業セグメントの第２四半期売上収益の前年同期比較

 ウエアラブル機器は、ウオッチで、国内のインバウンド需要の減少に加え、
米国を中心に海外の市況低迷が継続。

 ロボティクスソリューションズでは、ロボットで、
スマートフォン関連用途向けが低迷したことなどにより減収。

 マイクロデバイス他は、引き続き、水晶デバイスでの
ネットワーク・通信関連向けや車載向けが拡大しているが、

パーソナル機器向けが減少。

 以上に加え、為替の影響により、セグメント全体では減収。



 販売費及び一般管理費の四半期推移

 第２四半期の前年同期との比較では、連結合計で６６億円の減少だが、
これは為替の円高影響により金額が目減りしたもの。
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 事業セグメント別の四半期事業利益推移

 プリンティングソリューションズは３７億円の減益。

 ただし、為替影響を除けば、戦略の進捗に伴う売上収益の増収により、

実質的な事業利益は増益。

 ビジュアルコミュニケーションも、為替の影響を受けながらも、
プロジェクターの販売が好調に推移していることから増益。

 ウエアラブル・産業プロダクツは、減収により減益。
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 事業利益の前年同期比の要因分解

 為替の変動により、８７億円のマイナス影響を受けることとなった。

 数量変動は、
拡大が継続している大容量インクタンクモデルやプロジェクター、

中国での需要を獲得しているSIDM、半導体のファンドリーなどがプラスとなったが、

引き続き、より単価の高いオフィス向けへのミックス変動が進行している

インクカートリッジに加え、プロフェッショナルプリンティングでの

プロ・ハイアマチュア向けフォトプリンター、ウエアラブル機器、

水晶デバイスでのパーソナル機器向けの減少などにより、合計でマイナス。

 価格変動は、
中南米を中心に現地通貨の下落に対応している大容量インクタンクモデル、

インクカートリッジのミックス変動による平均単価の上昇効果、

モデルミックスの改善が進んだプロジェクターのプラス効果など。

 コスト変動は、
コスト削減のプラス効果があるものの、

高付加価値品の販売増加に伴う一台あたりのコストの増加によるもの。

 販管費の増加は、戦略的費用の投下によるもの。
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 財政状態計算書の主要項目

 資産合計は、為替の影響に加え、

借入金の返済、配当の支払い、自己株式の取得などにより

現金及び現金同等物が減少したことで、主に流動資産が減少し

前期末から４１４億円減少。

 棚卸資産は、為替の影響により、前期末から４９億円減少。
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 財政状態計算書の主要項目

 有利子負債は、短期借入金の返済を行ったものの、

社債の発行により前期末に対して３６億円増加し、１，４５３億円。

この結果、資産合計の有利子負債依存度は、１６．２％。

 なお、ネットキャッシュは、５５８億円。

 親会社の所有者に帰属する持分は、

円高などによる海外資産の円換算評価額の減少や、

自己株式の取得により、前期末に対して ３６８億円減少し、

親会社所有者帰属持分比率は ４７．９％。
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 2016年度 事業セグメント別の売上収益・事業利益予想
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 ２０１６年度 プリンティングソリューションズおよびウエアラブル・産業プロダクツの
事業別売上収益予想



 研究開発費、設備投資・減価償却費

 設備投資は、為替の影響を反映し、前回予想から３０億円削減した
７７０億円を見込む。

 研究開発費、減価償却費の予想は、前回予想から変更なし。
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 キャッシュ・フロー

 為替前提の見直しを、
営業活動および投資活動によるキャッシュフローに反映したことなどにより、

フリー・キャッシュ・フローは２２０億円を予想。
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 主な経営指標

 以上の業績予想に基づく主な経営指標は、
ＲＯＳが ６．０％

ＲＯＡが ６．５％

ＲＯＥが １０．０％。
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